
協定留学近況報告書 

記 入 日 2021年 11月 ３日 

留 学 先 大 学 ウィーン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：社会学部，（現地言語での名称）：Soziologie 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2021年10月－2022年６月 

明 治 大 学 で の 所 属 政治経済学部政治学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次

の学生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

コロナの影響で一度留学がキャンセルになり、６月末に渡航が決まったため十分な準備はできませんでした。 

その中でも、早めに準備をしておいてよかったこと 

・寮の予約（条件のいい部屋は埋まっていってしまいます！） 

・現地で使えるクレジットカードや銀行などの情報収集と準備 

・語学力（オンライン英会話や明治大学のペンシルベニア大学 ELP アカデミック英語プログラムに参加して英語力の向

上に努めました。英語やドイツ語は話せるに越したことがないです） 

 

準備不足だったこと 

・ビザの申請に関する情報収集不足 

 

基本的にオーストリアの会社は対応が早いとは言えません・・・。メールの返信や手続きに１週間程度要することを見越し

て、早めに取り掛かることをおすすめします！ 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：在留許可（Residence Permit – Student） 申請先：MA35 
ビザ取得所要日数：まだ取得できていません 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：EUR 160 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、パスポートサイズの写真、大学の入学許可証、犯罪経歴証明書、出生証明書。寮の賃貸契約書のコピー、

生活費の出所を証明するための両親の源泉徴収票・奨学金の証明書を日本から持参しました。 

また現地で銀行口座を開設し、その口座内に生活費が入っていることを証明するための残高証明書を取得しました。オ

ーストリアの健康保険に加入し、その証明も提出が求められます。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

コロナの影響で、事前にオンラインで窓口の予約を行う必要があります。私が予約したときは２ヶ月先まで予約が埋まって

しまっており、現在はまだビザの申請できていない状況です。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

コロナの影響で、ビザの申請や住民票の申請には予約が必須です。 

メールで連絡をしても返信がなかなか帰ってこないので、問題があればバディに頼んで電話をしてもらうと早く解決しま

す。現地に到着してから、ビザを申請するまでに保険の取得や銀行開設など行わなければならないことが数多くあるの

で、すぐに取り掛かることをお勧めします！ 



Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

私は現地で銀行口座を開設し、親に送金をしてもらったため、出発前に送金の手順を親と確認しておきました。 

携帯は SIM フリー端末を日本で購入し、SIM カードを現地で購入して使っています。 

必要な書類を日本から追加で送ってもらう必要が出てくるため、海外への郵便の送り方や書類のスキャン方法などを親

と確認しておきました。 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 ANA（羽田→フランクフルト）/オーストリア航空（フランクフルト→ウィーン） 

航空券手配方法 
明大サポートを利用 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 ウィーン国際空港 現地到着時刻 11:15 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 1時間程度 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港→電車→トラムを利用し、そのまま寮の管理会社に直行しました。そこで鍵を受け取って、当日中に入寮までスムーズにできまし

た。ウィーン大学に通うバディの子に空港まで迎えにきてもらいました。  

大学到着日 ９月 23日 13時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（バスルーム、キッチンは共同です） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 OeAD student housing を利用して申し込みました。 

７月中旬にインターネットサイトから第３希望まで希望する寮と部屋の種類を入力して、申し込

みを行いました。 

８月上旬に部屋が決定し、中旬に予約金を振り込み、予約が完了しました。 

ウィーン到着後、管理会社から鍵を受け取れば入寮できます。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

すぐに見つかりました。直前になると、条件の良い寮は埋まっていくので早めに取り掛かることをお勧めします！   

また、私は予約金の振り込み期限が日本のお盆休みと被ってしまい銀行が空いてなくて大変でした。    

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 大学のモジュール（Oh-o! Meiji システム）のようなもので資料が配布され、各自でオンライン上

で見る形式でした。 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 授業の履修申請方法や、住民票・ビザなどの役所手続きの説明など      

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 



授業開始日 10月１日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

入寮後 3 日以内に住民票を申請する必要があります。事前にオンライン上で市役所の予約を取り、大家さんにサインを

してもらった申請書とパスポートのコピーを持って受付に行けばその場で受け取ることができます。 

在留許可の申請はⅡ―１で書いた通りです。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

Österreichische Gesundheitskasse という保険会社で月額 63,44 ユーロを支払い保険に加入します。  

在留資格の申請のために必要になってきます。申請方法は留学生オリエンテーションで詳細を確認しました。 

渡航後に、必要な書類を持ってオフィスに行き、申請すれば完了です。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Erste Bank で銀行口座を開設しました。 

事前に日本人の方のブログを読み必要な書類を揃え、当日はバディーに一緒に来てもらいました。 

学生の場合は開設に手数料はかからず、当日中に開設ができます。約１週間後にデビットカード機能のついたカードが郵

送で届きます。家賃や保険の引き落としをする際に非常に便利です。  

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Magenta Telekom で月額 15 ユーロを支払い、SIM カードを購入しました。 

在留資格の申請などに電話番号が必要なため、電話番号付きの SIMカードを契約しました。店舗に伺い、身分証明書を

提示することで購入でき、当日から使用できます。日本のキャリアは一時休止をしています。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（９月 10日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

抽選で外れた場合や、ウエイティングリストにいる場合でも、教授に直接メールを送り交渉することで高確率で履修できま

す。  

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

大学のサイトでシラバスを確認して、興味のある授業を登録期間中に登録していくシステムです。 

基本的に、授業を開講している学部に所属している学生が優先されて履修登録されますが、他学部からも履修可能で

す。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

学部によって登録期間が変わるので、授業次第です。 

履修登録期間中なら、どこでも変更・追加可能です。概ね希望通りの授業が取れました。   



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
起床 起床             起床             

8:00 
      授業 起床 起床                        

9:00 
 授業             課題  課 題 ・ 勉 強

     

土曜日と 

10:00 
                  全休のため       家事などに  同じように 

11:00 
昼食       昼食 土曜日と 授業 取り組みます  過ごします 

12:00 
ドイツ語 昼食 ドイツ語 同じように 授業             

13:00 
語学       語学 過ごします 授業 就活の準備に  

14:00 
コース 授業の復習や コース       授業 も時間を割い  

15:00 
      課題             授業 ています            

16:00 
      課題 授業                    

17:00 
授業 課題 授業       勉強      自由時間に       

18:00 
授業       授業       勉強 美術館巡りや       

19:00 
授業 夕食 夕食       夕食 オペラ鑑賞も       

20:00 
夕食       日本語学科主             しました！       

21:00 
            催の交流イベ       勉強             

22:00 
            ントによく参                    

23:00 
就寝 就寝 加しています 就寝 就寝             

24:00 
            就寝                              

  



Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

【ウィーン大学について】 

歴史がある大学なため、博物館のようにキャンパスがとても美しいです。メインの図書館が特に美しく、映画のようでモチ

ベーションの維持になっています。 

また、ダブルメジャーなどで勉強している人や、正規留学生も多いため、年齢国籍を問わず色々な学生と知り合うことが

できます。日本からの交換留学生も毎年多く受け入れているため、制度が整っていて、日本からメールで質問をしても迅

速に返信してくださるため、安心して準備ができました。 

 

ウィーン大学には日本学科があり、日本に興味を持っている学生も多いです。交流会やイベントも頻繁に行われるため、

タンデムパートナーや友人を作りやすい環境だと思います。今年の場合は、３学期ぶりの対面授業が再開で正規学生の

中でも初めてキャンパスに通う学生が多く、友達作りはスムーズにできました。 

 

【ウィーンについて】 

想像以上に大きい街で、基本的になんでも揃います。 

日曜日でも開いているスーパーもあり、渡航後１ヶ月半経ちましたが今のところ生活には困っていません。 

日本食レストランや、日本の調味料や食材が買えるお店もあります。 

旧市街や博物館はとても美しく、週末には散歩をしながらリラックスして過ごすことができます。 

放課後は、家に帰って課題をすることもありますが、カフェでコーヒーとケーキを味わいながら課題をしたり、友人と雑談し

たりして過ごしています。 

大学も街の中心部にあるため、非常に便利です！ 

またドナウ川や山にも近くにあり、自然を感じてリフレッシュをすることもできます。 

 

【コロナ禍で留学することについて】 

ワクチン接種済であれば、通常の生活ができます。レストランや大学などの建物内に入る際にワクチン証明書の提示が求

められますが、見せたら屋内でもマスクを外して生活しています。情報収集は在オーストリア日本国大使館からのメール

や、大学からの連絡で確認しています。現状、特に困ったことはないです。 

 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

自分が何のために留学するのか、目的意識を明確に持つことが、満足のいく留学生活を送る上で重要だと思います。オ

ンラインで語学の勉強や交流ができるサービスも増え、１年間留学をすることが最適解とは限りません。留学はもちろんコ

ストもかかりますし、様々なリスクも伴います。ウィーン大学はもちろん英語で授業を受けることができますが、現地の公用

語であるドイツ語がある程度わからないと正直苦労します。実際に、会社に英語でメールを送ってもドイツ語で返ってくるこ

ともよくあります。英語圏ではなく、ドイツ語圏のウィーンを選ぶ理由をはっきり持っていた方が、渡航後もぶれずに生活で

きるかと思います。 

また、ウィーンには日本人留学生や日本語を勉強している学生も多いため、自分の選択次第で交友関係や生活環境も

大きく変わります。留学の目的がはっきりしていると、悩まずに自分のとるべき選択肢を選ぶことができます。１年間の留

学生活は予想以上に早くすぎるため、渡航前にやりたいことがはっきりしているとより納得のいく生活が送れると思いま

す！頑張ってください！ 

 

 

 


